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Ⅰ．はじめに

　平成16年度，全国小学生陸上競技交流大会も第20

回を数えることとなり，オープン競技としてソフト

ボール投げが導入された．この年は関東近県からの

参加のみであったが，平成17年度は北海道から三重

までの男子，滋賀から沖縄までの女子の参加により

オープン競技として実施された．平成18年度は男女

の参加県を入れ替えて実施し，平成19年度より正式

種目として導入されることとなった．本調査は種目

の正式導入を前に平成17年度・18年度の2年間にわ

たって，現在選手として出場している子どもの実態

を把握し，今後に役立てるために行われた．

　投げる動作は走･跳･投という人間の運動の基本で

あり，種目としても陸上競技の３つの柱に位置付け

られている．同時に投運動は子どもの頃からの経験

が動作の獲得に大きく影響し，将来のパフォーマン

スにつながるものである．そういった意味でも子ど

もの投げる運動の普及は重要な課題であり，この

ボール投げ種目の導入が投げる動作指導への理解

と，種目への動機づけになればと考える．以下に結

果を報告する．

Ⅱ．調査方法

　平成17年度及び平成18年度全国小学生陸上競技交

流大会のソフトボール投げ出場の選手全員（平成17

年度：男子23名，女子23名，平成18年度：男子23

名、女子24名）に対し，質問紙形式によるアンケー

ト調査を行った（資料１）．回答は選手本人が記

入，若しくは引率責任者が選手本人に質問して代筆

する形でなされた．回収率は平成17年度97．9％，

平成18年度93.6％であった．

Ⅲ．結果と考察

１．身体的特徴について（表1）

　参加選手の平均身長，平均体重をみると，男

子で17年度157.1cm（MAX 172cm，MIN 138cm，

SD 7 .65），18年度158.0ｃｍ（MAX165cm，

MIN150cm，SD5.48），女子では17年度151.2cm

（MAX 164cm，MIN 140cm，SD 6.36），18年度

156.4cm(MAX162cm，MIN147cm，SD4.29)で，この

年齢の全国平均(文部科学省、2007)（17年度男子

145.1cm，女子146.9cm，18年度男子145.1cm，女子

147.0cm）を男女ともに大きく上回っていることが

わかる．2年間を比較すると，女子の身長の平均は

18年度のほうが5cm以上高かった．男女ともに18年

度ははばらつきが少なかった．

　また，体重についてもその平均は男子17年度

47．1kg（MAX 67kg，MIN 35kg，SD 8.62），18年

度46.8kg（MAX58kg，MIN37kg，SD5.91）女子では

17年度42．9kg（MAX 58kg,MIN 35kg,SD 5.86），

18年度46.6kg（MAX65kg，MIN32kg，SD6.75）とな

り身長と同様に全国平均（17年度男子39.0kg，女子

39.6kg，18年度男子38.8kg，女子39.5kg）を大きく

上回っている．女子は身長と比例して昨年よりも大

きい傾向が見られた．

　このことから，投てき種目を行う選手は同年代の

中でも比較的体格の良い子どもが選ばれているとい

えるであろう．投てき選手の身体が大きい傾向は小

学生でもすでに見られるということか、または子ど

もに種目を選択させる際の大人の先入観が影響して

いることも考えられる．

　ボール投げに出場している選手の特徴を明らかに

するには、他種目の参加選手の調査を行い比較検討

すべきであるが、その際には質問項目も検討する必

要があると思われる．現段階では今回の調査で得ら
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れた結果から，一般的な傾向に言及するにとどめ

る．

２．環境について（表2-1，2-2）

　子どものスポーツ参加はその子どもの置かれて

いる環境に左右されると考えられる（海老原他

1983）．兄弟姉妹の有無と日頃遊んでいる相手につ

いて質問した．平成17年度の結果から，男子につい

て兄のいる子どもは全体の34.8％，姉は30.2％で兄

と姉を合わせると69.6％と高い確率であった．それ

に対し年下の弟または妹がいる子どもは30.4％で，

一人っ子は4.4％（1人）であった．女子では兄がい

る子どもは54.5％，姉は36.4％で兄と姉を合わせる

と81.8％となった．年下の弟妹は45.5％で一人っ子

はいなかった．この結果を見ると年上の兄姉がい

る子どもは男女を通しても全体の75.6％で，弟妹の

37.8％と比べて非常に高い確率であった．この傾向

は特に女子に強く，年長の兄姉がいることが運動ま

たは投運動に早くから親しむ要因の一つと考えられ

る．また，女子に関しては男の兄弟がいる確率は

72.7％であり，姉妹のいる確率(31.8％)よりも明ら

かに高かった．一人っ子が男女を通して1名しかい

ないことも，子どものスポーツ参加に環境が影響を

及ぼしていることをうかがわせる．これと比較して

18年度の調査では，年上の兄姉がいる子どもが弟妹

のいる子どもより多い傾向はより顕著に伺える（兄

姉のいる子どもは男子の77.3％、女子の90.9％を占

めている）．男子よりも女子にこの傾向が強いこと

も昨年よりも顕著であった．

　この傾向はスポーツ参加自体に当てはまることと

も考えられ、今回の調査だけでは、ボール投げ選手

特有の特徴であるとは断定できない．

 

     

　日頃一緒に遊ぶ友達に関する質問では，どちらの

調査においても大半が同年齢の友達と答えており，

特に女子ではそれ以外の回答は少なかった．男子に

関しては年齢の違う友達や兄弟姉妹の回答も見られ

たが全体を通して一定の傾向は見られなかった．遊

びの質が変容し，遊び場も少なくなっている現在，

年齢の違う子ども達の集団はできにくくなってお

り，今回の結果もそのことを裏付けるものであっ

た．

３．現在おもに行っているスポーツについて(表3)

　投運動を正式種目として設定した場合，どんな子

どもが選手として出場してくるのだろうか．現在主

に行っているスポーツについて質問した．

　17年度の調査から男子では全体の77．3％が野球

と回答し，サッカーが13.7％，陸上とソフトボー

ルが9.1％であった．女子では野球が40.9％，陸上

31.8％，ソフトボール9.1％，バレーボールが18.2％

であった．男女を問わずその大半がオーバーハンド

スローまたは同様の打型の運動を主として行う球技

を行っていることがわかった．また，18年度の調査

でも前年度とほぼ同様の結果が得られた．

　小学生では種目を専門化することは望ましくな

く，いろいろな運動を行わせることが期待される．

表１　身体的特徴

表2-1　兄弟姉妹の有無

表2-2　日頃一緒に遊ぶ相手
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他の運動種目を行っている子どもが陸上競技の投運

動に触れ，将来投てき競技に興味を持つことも考え

られる．今回の結果は，日頃他の運動種目を主に

行っている子どもがボール投げの選手として出場し

ていることを示している．これらの選手が手っ取り

早く結果を出せるだけの存在となるべきではなく，

今後は投運動を陸上運動の指導の中にもしっかりと

位置付け，他の運動要素とともに指導していくこと

が望まれる．

　練習頻度，練習時間に関する質問では回答形式が

多岐にわたり，一定の傾向は見られなかった．しか

し，陸上競技では練習時間があまり長くならないよ

うにすることが浸透してきている中で，野球の練習

時間が長い傾向が見られた．今回の調査では詳細に

ついて明らかにすることはできなかった．

４．これまでの運動経験について（表4）

　選手のこれまでの運動経験を聞いたところ（複数

回答），男子では野球，サッカー，バスケットボー

ル，水泳，女子では野球，ソフトボール，バスケッ

トボール，水泳，卓球など，そのほかには地域の特

色を反映した種目の少数挙げられた．17年度につい

ては，男子に比べ女子の方が多様な種目の運動経験

を挙げていたが，18年度にはその傾向は見られな

かった．また男子は野球が全体の60％近くを占めて

おり，女子でも野球，ソフトボール，バレーボール

などの種目が多く，投運動に取り組む選手には，

オーバーハンドスロー及びそれに類する動きを主と

する競技の影響が大であることが確認された．

５．選手の志向、将来の希望について（表5-1，

5-2）

　選手の好きなスポーツ，テレビでよく観るスポー

ツについて質問した（複数回答）．

　17年度の結果から男子では好きなスポーツの

86.4％が野球，サッカーが27.7％で，その他は10％

に満たなかった．テレビでよく観るスポーツ（複

数回答）は野球が95.5％，サッカーが22.8％とな

り，野球が大半を占める結果となった．これに対

し女子では好きなスポーツで野球が占める割合は

45.5％で男子と比べると低く，他にサッカー，ソフ

トボール，バスケットボールなどがあげられた．好

きな種目として挙げられたスポーツは女子の方が多

様であった．テレビでよく観るスポーツは野球が

68.2％，バレーボールが22.8％であり，男子とは異

なる結果となった．18年度の結果は17年度とほぼ同

様の結果であったが，サッカーと答えた子どもはお

らず、その代わりにバスケという回答があった．18

年度の調査ではじめて挙がったスポーツはドッヂ

ボール、バレー、アイスホッケー、卓球であった．

　メディアを通してスポーツに触れることは，子ど

ものスポーツ参与に大きな影響を与えると思われ

る．スポーツ中継も時代の変化を反映しており，子

ども達が目に触れる機会の多い種目に興味を持つの

は当然のことであろう．プロ組織の存在もメディア

や子ども達の動機づけに大きく影響する．

　最後に将来の希望についての質問では，17年度で

は男子の81.9％が野球と回答したのに対し，女子で

は野球が18.2％，ソフトボールが31.9％であった．

やはり高校野球やプロ野球の影響が大きく出てお

り，女子が野球を続けても将来の受け入れ先がない

結果として，近年オリンピックなどで活躍の目立

表3　現在行っているスポーツ

表4　これまでのスポーツ経験
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つ，ソフトボールがこれに代わるものとなったので

あろう．また，男子では野球以外のスポーツはほと

んどあげられなかったのに対し，女子では上記のほ

かにバレーボール(18.2％)，陸上競技(18.2％)があげ

られた．これは好きなスポーツについての回答と同

様の結果であった．このような結果は18年度もほぼ

同様であった．

「将来やりたいスポーツ」に陸上競技をあげた選手

は17年度の調査では女子の18.2％にとどまった

が，18年度では男子の13.6％，女子の18.2％で

あった．多少の違いはあるにせよ非常に低い率で

あり，陸上競技の普及の上では今後の検討課題と

なろう．

６．まとめ

　本調査では平成17年度及び18年度全国小学生陸上

競技交流大会のソフトボール投げ出場選手を対象

に，選手の身体状況，選手のおかれた環境，おもに

表5-1　好きなスポーツ

取り組んでいるスポーツ種目，スポーツ経験，選手

の志向等について，これまで述べてきたような結果

を得た。本調査結果はあくまでもこの2年間の出場

者に関する傾向を示すにとどまり，投運動に取り組

む子どもや指導者すべてに摘要できるものではない

が，ソフトボール投げの正式導入に備え、オープン

種目としての2年間で全国の男女すべての都道府県

を対象にアンケートを行ったことになる．同様の方

法及び内容で2回の調査を行ったが、その結果は2回

の調査で非常に類似したものとなり、現時点での

ボール投げに出場してくる選手の傾向はつかめたと

いえるであろう．

　この2年間の調査はあくまでも今回の出場者に関

する傾向を示すにとどまるもので、今後は他種目と

の比較や、一般のスポーツに参加していない子ども

との比較など、さまざまな面から調査研究を行うこ

とが考えられる．

　ソフトボール投げが正式種目として導入されるに

あたり、子どもの現時点での結果を追い求めるので

はなく、子どもたちのために将来を見据えた指導を

原点とし、今後も投運動の普及に取り組むべきであ

ろう．
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表5-2　将来やりたいスポーツ
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